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論文内容の要旨

本研究は、海上工事を構成する工種の中から直投工法を取り上げ、堆積形状予測手法を利用しながら工事を進捗さ

せていく方法に関して検討したものである。

第 1 章では、本研究の背景および目的について述べた。

第 2 章では、港湾工事・海岸工事において実施されている直投工法の特徴について述べ、直投工法の抱える問題点

や課題を整理した。続いて、施工管理方法を改善する目的で行われてきた研究成果を概観し、本研究で目指す堆積形

状予測システムの位置づけを行った。

第 3 章では、水槽実験から水中を落下散乱する土粒子の挙動を計測することにより、投入する粒子数と群効果の関

係を定性的に把握し、粒子群の沈降速度と誘起流速および堆積形状の関連性について検討した。続いて、粒子群沈降

中の拡散量に確率分布を導入して堆積形状を予測するモデルを開発した。さらに、水槽実験を通して、この堆積形状

予測モデ、ルが投入方式の異なる底開式土運船と全開式土運船に対しても予測可能なことを検証した。また、現場海域

において頻繁に生じる土運船同士の近接地点への投入を想定した水槽実験を行い、施工管理に利用できる堆積形状予

測システムの概念を構築した。

第 4 章では、神戸沖埋立処分場護岸工事、関西国際空港 2 期空港島工事において、さまざまな現地調査を実施し、

第 3 章で提案した堆積形状予測方法の精度検証を行なった。その結果、現地投入後の堆積形状実測結果を用いて、堆

積形状予測係数を調整することにより、一括投入方式や土倉別時間差投入方式などの、投入方式の相違や投入水深の

変化に対応可能であることが検証できた。続いて、直投工法の日常的な施工管理に堆積形状予測システムを導入した

結果を示すとともに、実工事を通して明らかとなった堆積形状予測システムの課題を整理した。

第 5 章では、堆積形状に影響を与える要因として、粒子群固有の拡がり、土運船固有の投入条件により変動する拡

がり、底面の条件の相違により変化する拡がりの 3 項目を取り上げ、水槽実験によりそれぞれの項目の影響を検討し

た。続いて、第 4章における実工事を通して得られた実績データに基づき、堆積形状予測係数を設定する手順につい

て、再度検討を行なうと伴に、今後の展望を述べた。

第 6 章では、本研究により得られた結果をまとめて示すとともに、将来の展望について述べた。
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論文審査の結果の要旨

本論文は、経済性・施工性の点で優れている直投工法を取り上げ、課題である海底面の局所的な不陸形成を防止し

て平坦性の高い埋立地盤造成する合理的な施工管理方法を目指し、直投土砂堆積形状予測システムの確立に向けて検

討を行ったもので、主要な結果を要約すると以下の通りである。

(1)堆積形状を予測する確率モデ、ルとして、落下粒子群の拡がり幅に確率分布を仮定し、開口部から底面までの水深方

向の移動分布を積算して堆積形状予測する方法を提案している。従来の単一粒子落下分布に対する確率モデ、ルは、落

下方向に対して標準偏差を設定しているものであり、本手法は予測係数の設定に関する問題が残るものの、水深の変

化に伴う堆積幅の変化を落下中の確率分布のずれという概念、で、表現Lするため予測精度の向上が期待される。

(2)実工事において用いられる土倉別時間差投入方式に対しては、先行投入粒子落下により生じる誘起流の影響を後続

投入粒子が受けることを本手法に取り入れ、粒子群の重心移動距離を算定し、後続投入粒子の予測係数を割増すこと

で、堆積形状予測を行っている。

(3)堆積形状実測値の蓄積が比較的少ない全開式土運船の投入について、水槽実験を行い底開式土運船との間で生じる

誘起流速分布の相違を確認している。また、実工事を対象として堆積形状予測が可能であることを検証している。

(4) 日々の施工管理を行う堆積形状予測システムを開発し、平坦性の高い埋立地盤の造成を行い、水深約一 18 m で堆

積形状から逆解析して求めた予測係数を使用して-8m 程度までは同ーの予測係数で施工管理が可能であることを検

証している。また、水深一8m よりも浅水深化した場合は、一山型の堆積形状になり堆積形状から再度逆解析を行い

予測係数を変更して施工管理を行うことができることを示している。

以上のように、本論文は、現行の直投工施工管理方法の問題点を改善するために、これまでに検討例の少ない実工

事における投入作業で、の議論を行っており、平坦性向上に着目した施工管理方法への基礎資料を提供するとともに、

堆積形状予測システムを提案している。また、これらの検討項目は、今後の海上工事における直投工法の施工管理に

役立つものと期待される。よって、本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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